
日常生活における個人線量の活用例 
 

－全市民で取組んだ被ばく線量測定－ 

伊達市健康福祉部健康推進課 
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＜紅葉に染まる霊山＞ 



（１）伊達市の人口等 

•人口63,914人 世帯数22,277世帯 

 （平成26年10月1日現在：住民基本台帳登録） 

•果物の里（桃、ぶどう、りんご、アンポ柿・・・） 

 

１．伊達市紹介 
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（２）伊達市の位置 

•伊達市は福島県の北部に位置し、県都福島市の北東に位
置している。東に阿武隈山系の霊山、西には吾妻連峰、北
方には宮城県境の山々が遠望できる福島盆地の中にある。 

•面積は265.1km2で、そのうち65%を森林と農地が占めてい
る。 

•伊達市は、平成18年1月1日に伊達町、梁川町、保原町、霊
山町、月舘町の5町が合併して発足した。 
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１．伊達市紹介 



２．事故の概要 

（１）事故の影響 
•東京電力（株）福島第一原
子力発電所の事故により、
放射性物質が環境中に放
出された。 

•伊達市は30km圏外だが、
特定避難勧奨地点※とし
て小国地区等が指定され
る等、事故の影響を受け
た。 

• ※ 地域的な広がりが見られない一部の地域
で事故発生後１年間の積算線量が20mSvを超
えると推定される空間線量率が続いている地点 

•伊達市では、プロジェクト・
チームを結成し、除染及び
健康管理対策に取り組んで
いる。 

 

80km 

60km 

30km 
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（１）除染への取り組み 
 迅速に除染を進める観点から、 

予測される放射線量により、伊達市 

全体をＡ、Ｂ、Ｃの３エリアに区分し、 

放射線量に応じた作業手法で実施 

する計画を策定した。 
 

・Aエリア 

 （比較的線量の高い地域）・・・2,955世帯※ 

 2012年5月 作業開始、2013年8月 完了 

 ※ 特定避難勧奨地点を含む。 

 

・Bエリア 

 （年間積算線量が5mSv以上の地域） 

  ・・・3,912世帯 

 2012年10月 作業開始、2014年3月 完了 

 

・Cエリア 

 （年間積算線量が1mSv以上の地域） 

  ・・・15,125世帯 （全世帯の7割） 

 除染推進センター等によって、ホットスポット（1cm高さで 

3μSv/h）の除去を中心に作業、2014年3月 完了 
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３．除染への取り組み 



（１）健康管理対策 

•福島第一原子力発電所事故により、放射性物質が広範囲
に飛散し、伊達市も汚染の被害を受けた。このことにより、
市民全体に放射能による健康被害への不安が大きくなっ
た。 
 

•市では、この事態に対し、健康管理対策として、個人積算
線量計（ガラスバッジ）による測定、内部被ばく検査（ホール
ボディカウンタ検査）の実施、健康相談など取り組み（心と
体のケア事業）を行っている。 

福島県で実施する県民健康調査（基本調査、詳細調査、甲
状腺検査など）と併せ、放射能リスクのもとでの健康管理に
ついて、放射能健康管理計画を策定・実施し、少しでも市
民の健康不安を和らげる取り組みを継続している。 
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４．市民の安心のための取り組み 



ガラスバッジによる測定 

• 追加被ばく線量（自然被ばく及び医療被ばくを除いた被ばく線量。以下、
外部被ばく線量という。）は、日常生活や職業により、個人毎に異なる。そ
のため、各個人の外部被ばく線量を知ってもらうこと、不安解消と健康管
理に役立てることを目的に実施している。 

時期（測定期間） 対象者 

（参考） 
平成23 年3 月11 日～7 月11 日（4 ヶ月間） 

（参考） 
福島県県民健康管理調査（行動記録）により、この間の外部被ばく線量が推計
される。 

平成23 年8 月（1 ヶ月） ① 保育園児 ② 幼稚園児 ③ 小学生 ④ 中学生 

平成23 年9 月～11 月（3 ヶ月） 
① 0 歳～15 歳 ② 妊婦 
③ 特定避難勧奨地点の指定を受けた地区 
  （霊山小国、石田坂ノ上・八木平、月舘相葭） 

平成23 年12 月～平成24 年2 月（3 ヶ月） 
平成24 年4 月～6 月（3 ヶ月） 

① 0 歳～15 歳 ② 妊婦 
③ 特定避難勧奨地点の指定を受けた地区 
  （霊山小国、石田坂ノ上・八木平、月舘相葭、保原富成） 

平成24 年7 月～平成25 年6 月（3 ヶ月毎） ① 全市民対象（行動調査も同時に実施） 

平成25 年7 月～平成26 年6 月（3 ヶ月毎） ① 0～15歳 ② 妊婦 ③ 除染ＡＢエリア全員 ④ モニタリング抽出者＋希望者 

平成26 年7 月～（3 ヶ月毎） ① 0～15歳 ② 妊婦 ③ 除染Ａエリア全員 ④ モニタリング抽出者＋希望者 

【これまでの取り組み】 
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５．外部被ばく線量測定 



（１） 市民全体の年間被ばく線量 
• 実施期間 

 平成24年7月～平成25年6月（3ヶ月毎に4回測定） 

• 対象者 

 全市民のうち、1年間継続して測定した人 52,783人（全体の約81.2%） 

１）市民全体の年間被ばく線量の平均値 

  0.89mSv 

２）市民全体の年間被ばく線量（分布） 

  年間1mSv未満が66.3％ 

  年間1mSv～2mSv 未満が28.1％ 

  年間2mSv ～3mSv未満は4.4％ 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 

全市民の実測値の外部被ばく測定結果を公表 



（２） 地域毎の年間被ばく線量（分布） 
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地域毎での年間被ばく線
量の分布から、 

1mSv未満の割合は 

梁川地域で、88.2％と 

最も多かった。  

 

６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（３） 地域毎の測定期間（３ヶ月間）毎の外部被ばく線量の推移 

 1年間（4回測定）の推移について、
保原、霊山、月舘地域で減少傾向
が確認できた。 

 これは自然減衰等だけでなく、除
染による効果も考えられる。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（４）年齢毎の年間被ばく線量（分布） 

年齢比では、 

子ども層は1mSv未満
の割合が高い。  

これは、職業や屋外
活動時間、行動範囲
に関係があると考え
られる。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（５）－①空間線量率と外部被ばく線量の相関 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（５）－②空間線量率と外部被ばく線量の相関 

 市全域（平均）から、国が示す予測値より、ガラスバッジ測定実測値による年間追加被ばく線量は少
ないことが確認できた。 

（１）平均空間線量率が0.23μSv/hの地区（白根、山舟生）では、予測値1mSvに対し、実測値では
0.521～0.572mSvとなった。また、実測値で約1mSvとなる地区（大立目、金原田、上保原、中川）で
の平均空間線量率は0.36～0.513μSv/hとなった。 

（２）予測値と実測値の差は、空間線量率が低い地区ほど小さく、高い地区ほど大きくなった。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（６）除染エリア毎の年齢区分による年間被ばく線量（分布） 

 子どもは大人に比べて、除染ＡＢＣエリア共に１mSv未満の割合が高い。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（７）地域毎の除染エリア区分による年間被ばく線量（分布） 

 各地域のＣエリアでは１mSv未満の割合が高い。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



（８）地域の除染エリア毎の測定期間（３ヶ月間）の平均線量の推移 

   除染Aエリア（保原、霊山、月舘）
については、減少傾向であった。 こ
れは、自然減衰等だけでなく、除染
による効果も考えられる。 

  除染Cエリアについては、どの地
域についても除染A・Bエリア区分よ
り低い値で推移している。 
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６．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の集計分析結果） 



• 対象者 

 全市民のうち、 1年間（平成24年7月～平成25年6月）継続して測定し、行動実態調査の

回答があった人 36,721人 

• 行動調査の内容  

 ① 職業 ② 屋外行動時間数（1日あたりの平均） ③ 屋外での主な行動内容 

17 

（１）対象者（36,721人）の内訳 

７．外部被ばく線量測定（行動実態調査による集計分析結果） 



（２） 職業区分による年間被ばく線量 

 農業で1.13mSv、建設業で1.07mSv、 

主婦で0.83mSvとなった。 

 また、どの職業でも半数以上の人
が、年間被ばく線量1mSv未満となっ
た。 
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７．外部被ばく線量測定（行動実態調査による集計分析結果） 



（３）屋外行動時間と年間被ばく線量 

 屋外行動時間による平均年
間被ばく線量は、 

屋外行動時間に比例すること
が確認できた。 
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７．外部被ばく線量測定（行動実態調査による集計分析結果） 



（４）屋外の主な行動内容と年間被ばく線量 

平均年間被ばく線量は、 

通勤・通学等や運動等では
1mSvを下回った。 
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７．外部被ばく線量測定（行動実態調査による集計分析結果） 



（１）平均値の前回との比較 

 平成25年7月～平成26年6月の年間個人追加被ばく線量の平均は、全体で
0.75mSvとなっており、前回（0.89mSv）より減少している。  

 減少の要因は、除染が進んだことと放射性物質の自然減衰が考えられる。 
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（速報値：平成26年8月5日までの回収分での集計結果） 

（前回） （今回） 

 

注：平成25年7月～平成26年6月は、Ｃエリアについては、希望者、モニタリングの測定となっており、測定者は減少している。 

８．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較） 



（２） 年間追加被ばく線量分布の前回との比較 

 平成25年7月から平成26
年6月までの年間追加被ば
く線量ごとの該当者数の分
布は、 

1mSv未満が74.58％。 

（前回より8.32ﾎﾟｲﾝﾄ増加） 

1～2mSv未満では22.61％。
2～3mSv未満は2.22％。 

 梁川地域で、1mSv未満の
割合が最も多く、97.62％。 

（速報値：平成26年8月5日まで
の回収分での集計結果） 
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注：平成25年7月～平成26年6
月は、Ｃエリアについては、
希望者、モニタリングの測
定となっており、測定者は
減少している。 

８．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較） 



（１）高性能電子線量計（D-シャトル）の活用 

•個人管理による被ばく線量の低減を目指し、高値者等に  

1時間毎の積算線量値が確認可能なＤ-シャトルを配布し、

訪問調査等による原因の特定に取り組んでいる。 
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９．外部被ばく線量測定（Ｄ-シャトル） 
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測定期間 対象者 実施内容 

平成25年度（2週間） 
平成24年7月～平成25年6月の外部被ばく線
量が5mSv以上の方等 

測定者は、D-シャトルを２週間程度の装着・測定し、期間
中の行動記録（内容、場所）を作成する。 
市による回収後、結果を解析し、その内容について説明し
ている。 
１回当たりの測定サイクル（配布～測定～回収～結果送
付）は約１ヶ月間。 

平成26年度（2週間） 

平成24年7月～平成25年6月の外部被ばく線
量が4mSv以上の方、15 歳以下のこどもで年
間2mSvを以上の方等 

不安があり測定を希望する市民 

（２）Ｄ－シャトル活用のこれまでの取り組み 

９．外部被ばく線量測定（Ｄ-シャトル） 



（１）外部被ばく線量測定の効果 

•見えない放射能に不安を感じる市民が多い中、空

間放射線量から年間追加被ばく線量を推測するの

ではなく、自分の線量の実測値を確認できた。 

•日常生活において、外部から受ける年間追加被ば

く線量は、国が示した予想値より少ないことが確認

できた。 

•測定結果から、市政アドバイザーより「伊達市に居

住する市民の皆さんが、放射能による人体への影

響を受けることは考えにくいと思われる」という見

解が示された。 
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１０．外部被ばく線量測定の効果 



• 現在、大気中にセシウムが飛散しているとは考えにくいことから、内部
被ばく線量は食生活（経口摂取）による影響が大きいと考えられる。 

• そのことから内部被ばく線量には個人差があるためホールボディカウ
ンタ（ＷＢＣ）による内部被ばく検査を実施している。 

時期 検査場所と検査対象 実施主体 

平成23年10月 南相馬市立総合病院で小学生の検査開始 福島県 

平成23年11月 
南相馬市立総合病院で中学生の検査開始 福島県 

福島県労働保健センターで妊産婦、乳幼児保護者、高校生の検査開始 伊達市 

平成24年1月 
車載式ＷＢＣで中学生の検査開始 福島県 

ひらた中央病院で小学生の検査開始 伊達市 

平成24年2月 
車載式ＷＢＣで小学生の検査開始 
車載式ＷＢＣで中学生の検査開始 

福島県 
平成24年3月 車載式ＷＢＣで高校生の検査開始 

平成24年4月 車載式ＷＢＣで4～6歳児の検査開始 

平成24年5月 福島県労働保健センターで19歳以上の検査開始 

伊達市 
平成24年8月 

中野病院と梁川病院にホールボディカウンタを設置 
中野病院と梁川病院で19歳以上の検査開始 

平成25年3月 4歳以上の全市民への受検案内終了（以降、年1回の測定） 

平成26年1月 1歳以上、4歳未満の市民の受検開始 
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１１．内部被ばく線量測定 



（１） 第１回目の検査結果（平成23年度及び24年度） 

 ホールボディカウンタによる内部被ばくの検査について、平成23年度及
び24年度は、受検者43,261人全員が預託実効線量1mSv未満となった。 
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１１．内部被ばく線量測定 



（２） 第２回目の検査結果（平成25年度） 

 受検者29,020人全員が預託実効線量1mSv未満となった。 

 なお、第1回目（平成23年10月～平成25年3月）の検査で放射性セシウムの検出が
あった方は受検者の約9％であったが、第2回目の検査で検出があった方は受検者
の約3％となり、第1回目と比較すると1/3程度に減少したことが確認できた。 
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１１．内部被ばく線量測定 



（３）内部被ばく線量測定の効果 

•受検者全員が預託実効線量１ミリシーベルト未満

となり、健康に影響が及ぶと考えられる値ではな

いことが確認できた。 
 

•検査結果で放射性セシウムの検出がある場合、そ

の原因が特定の食習慣にあることがわかってきて

いる。国で定めた基準値を超えた食物などを食べ

続けないことを周知できた。 
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１１．内部被ばく線量測定 



•放射能・放射線の健康被害の不安解消のために、正
しい知識の普及啓発、不安が強い方へのきめ細やか
な支援、癒しやリフレッシュの方法を啓発する。 

 

 （１）放射能健康相談窓口 
 

 （２）放射能Ｑ＆Ａ講話 

   放射能・放射線の正しい知識、食の安全性
についての啓発。 

 （３）運動不足解消教室 

   子どもの体力増進や肥満予防対策のため、 

   教育委員会と連携して、定期的に開催。 
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１２．心と体のケア事業 



心と体のケア事業の効果 
【アンケートによる市民の声 講話前と講話後】（対象：平成24年5月～25年1月 食品の安全性講話受講者 1,026 名） 

講
話
前 

講
話
後 

•市民の放射能・放射線にかかる不
安は、「放射能･放射線の講話」や
「放射能健康相談」の実施により、
沈静化してきている。 

• 【講話後のアンケート】では伊達市
で問題なく生活できると83％の方
が答え、講話の効果が得られた。 

61% 

67% 
73% 

83% 
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１２．心と体のケア事業 



（４）元気アップ復興隊 
  （臨床心理士、保育士、保健師、作業療法士等による 
   専門家チーム） 
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【お茶のみ会（健康相談・ミニ講話）】  
 ストレス解消のミニ講話と体操などを行い、お茶会を開催。 
 
【乳幼児健診時のサポート】 
 個別相談や簡単な親子の関わり方、遊び方の指導。 
 
【ミニ出前講座】 
 県外に自主避難をしている方に対して、出前講座を開催し、
親子遊びやリラクセーションなどをする。 
 
【お遊び・おしゃべり場】 
 帰還者親子のメンタル支援をし、帰還地域への再適応を図
る。 

１２．心と体のケア事業 



（１）外部被ばく線量測定 
 

【正しい測定の周知、結果の公表】 

•正しい使用方法や、測定期間の厳守等を周知して精度の

向上を図るとともに、データの利活用の促進、集計分析情

報を公表することで、不安解消等を図る。 
 

【高値者への長期的なフォロー】 

•現在までの測定結果で、高値者と認定された方について、

高性能電子線量計を活用するなど、継続的に健康管理に

よる訪問調査、支援等が必要。 
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１３．放射能健康管理の今後の取り組み 



（２）内部被ばく線量測定 
 

【定期的な測定の周知、結果の公表】 

•摂取する食物が個人毎に異なることから、市民の健康不安
の解消と今後の健康管理のために、受検勧奨をしながら、
継続的に検査を実施していく 。 
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（３）心と体のケア事業  

【不安やストレスの解消】 

•放射能・放射線への正しい情報提供と健康づくりに関する

知識の普及を図ることで、心身ともに健康な生活を送れる

ようサポートする「心と体のケア事業」を継続する。     

このため、地域での相談活動の充実と不安が強い世帯へ

の個別支援等をしていくために、臨床心理士等による元気

アップ復興隊の活動を実施していく。 

１３．放射能健康管理の今後の取り組み 



（１）平均値の前回との比較 

 平成25年7月～平成26年6月の年間個
人追加被ばく線量の平均は、全体で
0.76mSvとなっており、前回（0.89mSv）より
減少している。  

 減少の要因は、除染が進んだことと放射
性物質の自然減衰が考えられる。 
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（前回） 

（今回） 

 

注：平成25年7月～平成26年6月は、Ｃエリアについては、希望者、モニタリングの測定となっており、測定者は減少している。 

１４．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較：確定値） 



（２） 年間追加被ばく線量分布の前回との比較 

 平成25年7月から平成26年6月までの年間追加被ばく線量ごとの該当者数の分布は、 

1mSv未満が73.9％（前回より7.6ﾎﾟｲﾝﾄ増加） 

1～2mSv未満では23.3％。2～3mSv未満は2.2％。 
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注：平成25年7月～平成26年6月は、Ｃエリアについては、希望者、モニタリングの測定となっており、測定者は減少
している。 

14．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較：確定値） 



（３）除染エリア別の平均値の前回との比較 

 各エリアとも、前回と比べ、
0.21mSv～0.59mSvの減少が見
られた。  

 特に、Aエリアは、0.59mSvと最
も減少しており、この要因は、除
染の効果と自然減によるものと
考えられる。 
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（前回） 

（今回） 

 

注：平成25年7月～平成26年6月は、Ｃエリアについては、希望者、モニタリングの測定となっており、測定者は減少している。 

１４．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較：確定値） 



（４）除染エリア別の人数分布の前回との比較 
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（前回） （今回） 

 

注：平成25年7月～平成26年6月は、Ｃエリアについては、希望者、モニタリングの測定となっており、測定者は減少している。 

14．外部被ばく線量測定（年間外部被ばく線量の年間ごとの比較：確定値） 

 各エリアとも、前回と
比べ、年間1ｍSｖ未満
の方が増えている。 

 AエリアとBエリアで
は、30ポイント以上の
増加となった。 
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＜夕暮れの阿武隈川＞ 


